
東京大学大学院経済学研究科入学者のために 

 

Ⅰ 大学院担当窓口について （経済学研究科棟５階） 

大学院担当窓口では、大学院経済学研究科における学生生活上の各種手続きをはじめ、

学生相談なども行っています。問い合わせや連絡事項がある場合は、原則として電話・メール

ではなく直接窓口に来てください。（必ず学生証を持参すること） 窓口業務を行っている時間帯

については、本研究科ウェブサイト「学生向け情報」の「窓口業務案内」に従ってください。

（https://www.student.e.u-tokyo.ac.jp/index_annnai.html） 

 

Ⅱ 各種連絡・掲示について 

大学院学生への通知・連絡（学生の呼出しを含む）は、原則として UTAS掲示板で周知します。

ただし、定期試験日程や修士論文・博士論文提出手続のように東京大学経済学研究科ウェ

ブサイト（https://www.e.u-tokyo.ac.jp/index.html）に掲載するものもあります。 

UTAS 掲示板や研究科ウェブサイトには、重要な連絡事項等が数多く掲示されており、

UTAS 掲示版や研究科ウェブサイトを見なかったために本人に不利益が生じる場合もあり

ますので、必ず定期的にそれらをチェックしてください。 

★事務部から学生を呼び出す際には、UTAS に登録されているメールアドレス・携帯電

話番号を使用します。UTAS に登録されている学生連絡先等は常に最新のものが登録

されているようにしてください。 

【UTAS の更新方法】UTAS にログイン →「学生情報」→「現住所等変更入力」 

 

Ⅲ 各種証明書の交付について 

東京大学経済学研究科ウェブサイトの「在学生」＞「Student Life」＞「証明書:大学院」

（https://www.student.e.u-tokyo.ac.jp/grad/shomeisho.html）を参照してください。 

 

Ⅳ 各種届出について 

次の事由が生じた場合は、速やかに大学院担当まで届け出て下さい。各種様式は大学院

担当にあります。特に、④～⑧に関する届出については、届出事由の発生する最低一月前ま

でには申し出てください。一月前までに申し出ない場合、本人の意に反し授業料を支払う義

務が生じるなど、本人に不利益が生じる場合もありますので、十分注意してください。 

 

① 住所・連絡先変更：住所変更届を提出のうえ、UTASの学生情報を更新すること。 

【UTASの更新方法】UTASにログイン →「学生情報」→「現住所等変更入力」 

② 改姓名：改姓名届および改姓したことがわかる証明書を提出すること。 

③ 学生証紛失：→東京大学ユーティリティカード管理室（0120－240－751）へ電話連絡

のうえ、学生証再交付願を提出すること。また、紛失した学生証の不正使用を防止する

意味で、念のため最寄りの警察に届け出ること。 
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④ 休学：休学願および必要な添付書類（休学理由による）を提出すること。 

休学理由により理由を証明する書類が必要になる場合があるので、必ず事前に大学院担

当に指示をうけること。また、休学期間を延長する場合も同様の手続きを行うこと。本

人からの申し出なしに自動的に休学期間を更新することはない。 

⑤ 留学：大学院担当に指示をうけること。 

⑥ 退学：退学願を提出すること。 

注意：休学期間が満了して復学の意思表示がない場合などに、本人からの申し出なしに自動

的に退学扱いになるということはないので、退学する場合は必ず退学願を提出すること。提出

しない場合、本人の意に反し授業料支払いの義務が生じることがある。 

⑦ 復学：復学願を提出すること。 

予定通りの復学であっても休学期間が満了する際には必ず提出すること。 

⑧ 在学期間延長：標準修業年限（修士２年・博士３年：休学期間は含まない）を越えて在

学する場合は必ず在学期間延長届を提出すること。 

⑨ 海外渡航：一時帰国/出国届（留学生の場合）もしくは旅行届を提出すること。 

★海外に渡航する場合は、必ずどちらかの届を提出すること。 

 

Ⅴ 履修登録について 

履修登録は UTAS（WEB）上で入力する。具体的な方法については、「履修登録に関する

諸注意」を参照すること。なお、「論文指導」「特殊研究」等の一部の科目の履修については、

WEB 入力以外に別途様式を提出する必要がある。掲示等に注意の上、登録漏れのないように

注意すること。不明な点については、大学院担当に問い合わせること。 

 

Ⅵ 授業料について 

  前期授業料の引き落とし：５月下旬 

前期授業料の額 修士 267,900 円 

        博士 260,400 円 

 

Ⅶ その他 

その他、大学院経済学研究科における学生生活に関して不明な点は、大学院担当に問い合

わせること。 

〒113-0033 東京都文京区本郷７－３－１ 

東京大学大学院経済学研究科教務チーム大学院担当 

電話：03－5841－5555 


